
鳥取県有種雄牛‘元花江
も と は な え

’ 

１ ‘元花江’の造成 

（１）背景・目的 

畜産試験場では優秀な種雄牛の造成を期待する農

家要望に応え、鳥取県和牛改良方針に基づき、県内和

牛の改良を促進するために独自性の高い種雄牛造成

に取り組んでいる。 

その種雄候補牛の遺伝的産肉能力を判定する現場

後代検定を 2003 年から実施し、22 頭が種雄牛とし

て選抜されてきた。2019 年 2 月に新たに‘元花江’

が好成績で選抜されたので紹介する。 

（２）‘元花江’の要約 
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’を交配して生産し

た雌牛で、平成 22 年 7 月に栃木県から当場が導入し

た。その‘もとはな２’に‘安福久’交配し、造成した

‘花江’、‘福久’して名母‘もとじろう’の名血を凝

縮した唯一無二の奇跡の種雄牛であり、ＢＭＳナンバ

ー（肉の霜降り能力を表す数値）は県歴代第１位の９．

８の好成績で現場後代検定（後代による枝肉調査）成

績を終了したことから、肉質の改良が期待できる。 

２ 普及の対象及び注意事項 
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’と血縁が薄く、両牛の娘牛との交配

がしやすいことから、今後の活躍が大いに期待できる。ただし、‘安福久’の血縁が濃いので‘安

福久’を父にもつ雌牛への交配を避ける。 
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‘元花江’の血統 

育種価評価（遺伝的能力評価値） 

2019年 9月評価 

肉質の形質 元花江 県内雌牛平均

枝肉重量 -0.38 32.57
ロース芯面積 23.22 9.27
バラ厚 0.37 0.74
皮下脂肪 -0.89 -0.39
推定歩留 4.14 1.72
脂肪交雑 2.96 1.56



３ 試験結果の概要 
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性別 母の父 母の祖父
肥育者氏

名
と畜
場所

と畜
月齢

枝肉重
量

ロース
芯面積

バラ厚
皮下脂
肪厚

歩留 BMS BCS
オレイ
ン酸含
有率

去勢 百合茂 平茂勝 肥育農家B 鳥取 28.3 A 5 517.9 86.0 8.3 1.8 78.0 12 3 51.9

去勢 勝安波 白清８５の３ 畜産試験場 鳥取 28.0 A 5 526.2 77.0 8.7 2.1 76.5 12 3 44.6

去勢 勝忠平 美津照 畜産試験場 東京 27.8 A 5 586.0 93.0 8.6 2.2 78.0 11 3 55.9

去勢 幸紀雄 安福久 肥育農家B 鳥取 29.0 A 5 459.2 63.0 7.8 1.7 75.5 10 4 46.8

去勢 第２平茂勝 金幸 肥育農家B 鳥取 28.8 A 5 535.9 75.0 7.7 2.7 75.1 10 3 53.2

去勢 金幸 平茂勝 畜産試験場 東京 28.4 A 5 521.0 84.0 7.5 2.5 76.6 10 4 53.6

去勢 隆之国 神高福 畜産試験場 鳥取 28.6 A 5 440.8 57.0 6.7 1.7 74.2 10 4 49.7

去勢 平茂晴 金幸 畜産試験場 鳥取 28.3 B 5 459.6 50.0 8.3 4.7 71.5 8 3 45.8

去勢 百合茂 安福久 畜産試験場 鳥取 28.9 A 5 521.8 58.0 8.1 3.8 72.4 8 3 52.1

去勢 百合福久 茂勝 肥育農家C 東京 28.8 A 5 439.0 50.0 6.7 2.5 72.7 8 4 52.2

雌 勝安波 勝大山 畜産試験場 東京 31.1 A 5 474.0 86.0 9.6 2.6 78.7 12 4 51.3

雌 勝忠平 安福栄 畜産試験場 東京 31.1 A 5 500.0 84.0 8.6 2.0 78.0 12 4 52.8

雌 白清８５の３ 平茂勝 肥育農家A 神戸 29.4 A 5 419.0 72.0 6.6 3.8 74.5 10 3 52.8

雌 勝忠平 安福１６５の９ 畜産試験場 東京 30.8 A 5 556.0 93.0 9.0 4.0 77.0 10 4 57.1

雌 百合茂 安糸福 肥育農家A 鳥取 29.4 A 5 383.6 55.0 6.7 4.4 72.3 9 3 57.4

雌 平茂勝 安福１６５の９ 畜産試験場 東京 30.5 A 5 497.0 70.0 8.8 3.2 75.3 8 4 56.8

雌 百合茂 紋次郎 肥育農家A 神戸 29.4 A 4 400.6 61.0 7.3 2.6 74.9 7 3 56.5

全体 484.6 71.4 7.9 2.8 75.4 9.8 3.5 52.4

去勢 500.7 69.3 7.8 2.6 75.1 9.9 3.4 50.6

雌 461.5 74.4 8.1 3.2 75.8 9.7 3.6 55.0

格付

17頭

10頭

7頭

注）単位は枝肉重量：kg   ロース芯面積：cm2   バラ･皮下：cm   歩留・オレイン酸含有率：％ 
 
検定の結果、BMS ナンバーは改良目標である８．０を１．8 上回る９．8 であり、県歴代第１位の好成績
であった。また、肉質等級４等級以上率も１００％と改良目標の９０％以上を大きく上回った。 


